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南島原市
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当社の汲み取り料金は計量器付き車輛で計測し、
正確な料金を徴収するシステムです！

グリストラップのイヤ～な臭いしていませんか？直ちに清掃に伺います。

家電製品家電製品 家具類家具類 その他その他

20広報 2018.12南島原21 広報 2018.12南島原

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
募
集
団
地

・
深　
江　
つ
つ
じ
が
丘
団
地（
１
戸
）

・
深　
江　
馬
場
団
地…

（
１
戸
）

・
有　
家　
蒲
河
団
地…

（
１
戸
）

・
西
有
家　
巣
輪
平
団
地
（
１
戸
）

・
南
有
馬　
新
三
崎
団
地
（
２
戸
）

・
南
有
馬　
新
砂
原
団
地
（
１
戸
）

　
＊
単
身
入
居
可

・
南
有
馬　
露
田
団
地…

（
１
戸
）

・
口
之
津　
白
浜
団
地…

（
１
戸
）

・
口
之
津　
早
崎
団
地…

（
３
戸
）

・
加
津
佐　
愛
宕
団
地…

（
２
戸
）

●
募
集
期
間

　
12
月
３
日
㈪
〜
14
日
㈮

●
入
居
資
格
条
件…

収
入
が
基
準

に
該
当
す
る
な
ど
、
市
が
指
定

す
る
条
件
を
全
て
満
た
す
人

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
入
居
者
の
決
定…

資
格
条
件
を

満
た
し
た
申
込
者
の
数
が
募
集

戸
数
を
超
え
る
場
合
は
、
公
開

抽
選
を
行
い
ま
す
。

●
抽
選
日…

12
月
21
日
㈮

　
午
後
２
時　
南
有
馬
庁
舎

問
都
市
計
画
課 

☎
７
３
‐
６
６
７
７

南
島
原
市
奨
学
資
金
償
還

補
助
金
の
ご
案
内

　
南
島
原
市
奨
学
金
を
借
り
て
学

校
を
卒
業
し
た
後
、
市
内
に
居
住

し
、
か
つ
就
労
し
て
い
る
人
に
は

返
還
し
た
奨
学
金
の
２
分
の
１
以

内
の
金
額
を
補
助
し
ま
す
。
対
象

は
、
平
成
28
年
度
以
降
、
新
た
に

償
還
を
開
始
さ
れ
た
人
で
す
。
現

在
、
南
島
原
市
奨
学
金
を
借
り
て

い
る
人
や
、
こ
れ
か
ら
借
り
る
予

定
が
あ
る
人
は
、
卒
業
後
の
進
路

と
し
て
、
本
市
へ
の
定
住
を
お
考

え
く
だ
さ
い
。

【
奨
学
金
は
計
画
ど
お
り
返
還
し

ま
し
ょ
う
】

　
南
島
原
市
奨
学
金
を
借
り
て
い

た
人
に
は
、
返
還
計
画
に
沿
っ
て

奨
学
金
の
返
還
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
返
還
が
滞
っ
て

い
る
人
が
い
ま
す
。
未
納
が
増
え

る
と
、
今
後
の
返
還
が
困
難
に
な

る
ば
か
り
で
な
く
、
未
来
の
学
生

へ
の
貸
与
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

し
っ
か
り
自
覚
を
持
っ
て
計
画
ど

お
り
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

　
住
所
や
氏
名
な
ど
が
変
更
に
な

っ
た
と
き
は
、
関
係
書
類
の
提
出

が
必
要
で
す
。
返
還
に
関
す
る
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
教
育
総
務
課 

☎
７
３
‐
６
７
０
１

長
崎
県
育
英
会
に
寄
附
金

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
長
崎
県
育
英
会
で
は
、
寄
付
金

を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
寄
附
は
、
奨
学

資
金
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
奨
学
金
事
業
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
寄
付
を
し
た
場
合
は
税
法

上
の
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
奨
学
金
の
返
還
に
つ
い
て
】

　
奨
学
金
の
返
還
金
は
、
後
輩
の

新
た
な
奨
学
金
と
な
る
重
要
な
も

の
で
す
。

　
奨
学
金
を
借
り
て
い
た
人
は
、

約
束
ど
お
り
の
返
還
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
住
所
な
ど
の
変
更
や
、
返
還
が

困
難
と
な
り
そ
う
な
場
合
な
ど
は
、

速
や
か
に
本
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
公
益
財
団
法
人　
長
崎
県
育
英
会 

　
☎
０
９
５
‐
８
２
４
‐
７
５
０
１

み
か
ん
の
収
穫
体
験

参
加
者
募
集

　
地
産
地
消
を
推
進
す
る
目
的
で
、

旬
の
み
か
ん
の
収
穫
体
験
を
実
施

し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と
12
月
９
日
㈰ 

午
前
10
時
〜（
１

時
間
半
程
度
）※

雨
天
時
中
止 

ば
北
有
馬
町
内（
北
有
馬
支
所
に

午
前
９
時
30
分
集
合
）

●
準
備
品…

手
袋
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物
な
ど

定
10
人（
先
着
順
）

り
無
料

対
市
内
在
住
者
ま
た
は
在
勤
者

し
12
月
６
日
㈭
ま
で

も
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
農
林
課 

☎
７
３
‐
６
６
６
１

土
壌
消
毒
剤

「
ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
」
を

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　
土
壌
消
毒
剤
「
ク
ロ
ル
ピ
ク
リ

ン
」
は
、
登
録
内
容
に
従
っ
て
、

容
器
に
記
載
の
使
用
上
の
注
意
事

項
を
確
認
の
上
、
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
次
の
点
に
つ
い
て
今
一

度
確
認
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

①
風
が
な
い
日
に
使
用
し
、
飛
散

を
防
ぐ
こ
と
。

②
地
区
内
で
の
一
斉
使
用
を
控
え
、

分
散
し
て
使
用
す
る
こ
と
。

③
土
壌
消
毒
機
な
ど
に
よ
り
所
定

の
深
さ
に
所
定
量
内
の
使
用
を

す
る
こ
と
。

④
特
に
住
宅
地
や
ミ
ツ
バ
チ
の
巣

箱
の
近
く
で
は
、
飛
散
防
止
の

対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

⑤
使
い
終
わ
っ
た
空
き
容
器
は
残

液
、
残
臭
を
な
く
し
て
か
ら
適

切
に
廃
棄
処
分
す
る
こ
と
。

問
農
林
課 

☎
７
３
‐
６
６
６
１

井
戸
の
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

　

井
戸
水
は
、環
境
変
化
や
井
戸

管
理
な
ど
の
影
響
で
飲
用
に
適
さ

な
く
な
る（
水
質
基
準
を
満
た
さ

な
い
）こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
井
戸
水
の
衛
生
管
理

・
井
戸
の
周
辺
を
清
潔
に
保
ち
、

井
戸
に
蓋
を
し
、
周
辺
に
柵
を

設
け
て
く
だ
さ
い
。

・
井
戸
水
の
汚
染
は
味
・
に
お
い
・

色
な
ど
、す
ぐ
分
か
る
も
の
と
、

細
菌
や
化
学
物
質
な
ど
、見
た

だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。自
分
で
大
丈
夫
だ

と
判
断
せ
ず
、定
期
的
に
専
門

機
関
に
よ
る
水
質
検
査（
年
に

１
回
程
度
）を
受
け
、安
全
性
の

確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
大
腸

菌
群
や
、硝
酸
性
窒
素
な
ど
の

検
査
で
約
８
千
円
程
度
）

●
井
戸
水
の
飲
用

・
井
戸
水
を
飲
用
す
る
場
合
は
、

適
切
な
処
理（
高
温
消
毒
や
有

害
物
質
除
去
装
置
の
利
用
な

ど
）を
行
い
、異
常
を
感
じ
た
ら

飲
用
を
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。

●
水
道
水
へ
の
切
り
替
え

・
水
質
基
準
を
満
た
さ
な
い
井
戸

水
は
健
康
被
害
の
恐
れ
が
あ
り
、

硝
酸
性
窒
素
が
高
い
と
乳
幼
児

な
ど
へ
の
悪
影
響
が
あ
り
ま
す

の
で
、
水
道
水
へ
の
切
り
替
え

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
課 

☎
７
３
‐
６
６
４
４

　
上
水
道
課 

☎
７
３
‐
６
６
８
５

島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏

組
合
事
務
局
職
員
募
集

●
募
集
人
員

①
一
般
事
務…

若
干
名

②
保
健
師…

…

若
干
名

●
受
付
期
間…

12
月
３
日
㈪
〜
平

成
31
年
１
月
４
日
㈮

●
受
付
場
所…

島
原
市
役
所 

有
明

庁
舎
３
階　

●
試
験…

一
次…

学
力
試
験
（
平

成
31
年
１
月
27
日
）
／
二
次…

面
接

●
受
験
資
格

①
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し
、

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

②
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
保
健
師
の
免
許

を
有
す
る
者
、
ま
た
は
平
成
30

年
度
実
施
の
国
家
試
験
で
取
得

見
込
み
の
人

●
採
用
予
定
日…

平
成
31
年
４
月

１
日

も
採
用
試
験
申
込
書
お
よ
び
受
験

票
用
と
し
て
62
円
分
の
切
手
を

貼
っ
た
は
が
き（
宛
先
を
明
記

の
こ
と
）を
持
参
ま
た
は
郵
送

（
簡
易
書
留
）で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※

申
込
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

窓
口
、郵
便
請
求
に
て
入
手
し

て
く
だ
さ
い
。

※

郵
便
請
求
の
場
合
は
、封
筒
の

表
に「
採
用
試
験
申
込
書
請
求

（
職
種
：
○
○
）」と
朱
書
し
、そ

の
封
筒
の
中
に
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
を
明
記
し
た
Ａ
４
判

サ
イ
ズ
の
用
紙
が
折
ら
ず
に
入

る
大
き
さ
の
返
信
用
封
筒【
角

形
２
号
】（
１
４
０
円
分
の
切
手

を
貼
っ
た
も
の
）を
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。

※

詳
細
は
電
話
に
て
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

　
総
務
課
（
採
用
担
当
：
中
川
）

　
☎
０
９
５
７
‐
６
１
‐
９
１
０
０

　
〒
８
５
９
‐
１
４
９
２

　
島
原
市
有
明
町
大
三
東
戊
１
３

　
２
７
番
地

som
u@
shim

abara-area.net

家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
時

は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　
住
宅
や
倉
庫
な
ど
を
取
り
壊
し

て
滅
失
登
記
を
行
っ
た
場
合
は
、

法
務
局
か
ら
の
異
動
通
知
に
基
づ

き
、
事
実
確
認
を
行
い
、
税
額
の

修
正
を
行
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
家
屋
が
取
り
壊
さ
れ

て
い
て
も
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い

場
合
や
、
滅
失
登
記
を
し
て
い
な

い
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
課
税
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、

税
務
課
ま
た
は
各
支
所
へ
必
ず
届

け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
家
屋
の
新
築
や
増
築
の

場
合
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課 

☎
７
３
‐
６
６
４
２

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
開
催

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
・
父
ま
た

は
寡
婦
の
人
の
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル

向
上
や
雇
用
の
促
進
と
安
定
を
図

る
た
め
開
催
し
ま
す
。

と
平
成
31
年
１
月
13
日
、20
日
、２

月
３
日
、10
日
、17
日
、24
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

（
正
午
〜
午
後
１
時
休
憩
）

ば
北
有
馬
ピ
ロ
テ
ィ
ー
文
化
セ
ン

タ
ー
日
野
江

定
15
人

り
無
料（
た
だ
し
、テ
キ
ス
ト
代
と

検
定
料
金
は
別
途
必
要
で
す
）

対
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
母
・
父

ま
た
は
寡
婦
の
人
で
次
の
条
件

を
満
た
す
人

①
長
崎
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
自
立

セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
支
援
を
希

望
す
る
人（
講
習
が
始
ま
る
ま

で
に
登
録
）

②
研
修
会
全
日
程
を
受
講
で
き
る

人
。

③
講
習
終
了
後
、日
商
Ｐ
Ｃ
検
定

試
験
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
を
受
験
す
る

人
。

し
12
月
27
日
㈭

※

託
児
あ
り（
申
込
時
ご
相
談
く

だ
さ
い
）

も
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
申
込
用
紙
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、ご
記
入
の

上
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は

郵
送
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
な
が
さ
き
（
長
崎
県
ひ

と
り
家
庭
等
自
室
促
進
セ
ン
タ
ー
） 

☎
０
９
５
‐
８
１
３
‐
０
８
０
０

　
℻
０
９
５
‐
８
４
８
‐
１
１
１
２

yell@nagasakishi-boshikai.jp
　
〒
８
５
２
‐
８
１
０
８

　
長
崎
市
川
口
町
１
３
‐
１　
長

崎
西
洋
館
２
階
（
長
崎
県
総
合

就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　
第　
回
ま
ち
づ
く
り
の
絵

コ
ン
ク
ー
ル
展
示
会

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
、「
住
ん
で
み
た
い
ま

ち
」、「
つ
く
っ
て
み
た
い
ま
ち
」

を
描
い
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
12
月
13
日
㈭
〜
20
日
㈭　
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
10
時

ば
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

　
１
階
ロ
ビ
ー

問
都
市
計
画
課 

☎
７
３
‐
６
６
７
７

　
第
２
１
１
回

コ
レ
ジ
ヨ
市
民
文
化
講
座

　

日
本
の
仏
教
は
、私
た
ち
の
生

活
民
俗
と
結
び
付
い
て
定
着
し
ま

し
た
。こ
の
講
座
で
は
、釈
迦
誕
生

説
話
・
日
本
の
仏
教
伝
来
・
神
仏
習

合
・
勧
進
と
絵
解
き
・
熊
野
信
仰
と

仏
教
・
芸
能
と
仏
教
・
遊
女
と
仏

教
・
廻
国
納
経
等
の
諸
相
を
紹
介

し
ま
す
。そ
う
じ
て
郷
土
の
庶
民

信
仰
を
考
え
る
上
で
の
視
点
や
素

材
を
提
供
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

新
た
な
知
識
と
の
出
会
い
を
求
め

て
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

と
12
月
８
日
㈯

　
午
後
２
時
〜
４
時

ば
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

●
講
演…

島
原
半
島
の
庶
民
仏
教

●
講
師…

肥
前
松
平
文
庫
長

　
根
井　
浄 

氏

定
80
人

り
無
料

問
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

　
☎
７
３
‐
６
７
３
６

公
民
館
講
座

【
こ
け
玉
の
お
正
月
飾
り
】

と
12
月
26
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分

ば
布
津
公
民
館

な
土
と
花
に
触
れ
、
お
正
月
飾
り

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

●
講
師…

鍵
本　
薫 

氏

●
持
参
品…

エ
プ
ロ
ン

定
15
人

り
２
，５
０
０
円（
材
料
費
）

対
市
内
在
住
者
ま
た
は
在
勤
者

し
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

も
電
話
ま
た
は
次
の
窓
口
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
教
育
振
興
班
（
布
津
公
民
館
内
）

　
☎
７
３
‐
６
７
２
６

の
ん
の
こ
温
水
セ
ン
タ
ー

年
末
年
始
の
営
業
に
つ
い
て

　
12
月
30
日
㈰
か
ら
平
成
31
年
１

月
１
日
㈫
ま
で
の
間
、
余
熱
利
用

施
設「
の
ん
の
こ
温
水
セ
ン
タ
ー
」

を
休
館
し
ま
す
。

　
１
月
２
日
㈬
か
ら
営
業
し
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
の
ん
の
こ
温
水
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
５
７
‐
３
６
‐
５
８
８
８

エ
ー
ル
な
が
さ
き

長
崎
県
　
ま
ち
づ
く
り
の
絵

30

広　告

詳しくは… 問 企画振興課  ☎７３ｰ６６３１

主広 告 募 集
広報【南島原】で広告を募集しております。

あなたの会社、お店の広告を載せてみませんか。

◎経費削減と新たな財源の確保のために、有料広告を募集しています。
◎広報紙のほか、市ホームページのバナー広告や公用車広告も併せて
　募集しています。

会社・商品ＰＲ、イベント告知に。　

☎72‒2017（担当：検診室）
※事前予約が必要です。予約枠には限りがあります。

ご希望の日程に予約をお取りできない場合もございますので、ご了承ください。

多忙な平日をお過ごしの女性の皆様

平成31年 1月27日・2月17日平成31年 1月27日・2月17日平成31年 1月27日・2月17日
日曜日に乳がん検診を受けましょう！！日曜日に乳がん検診を受けましょう！！

問 島原半島ジオパーク協議会　☎０９５７ｰ６５ｰ５５４０

つなごう未来へ！島原半島ユネスコ世界ジオパークジオパークで
あり続けるための取り組み

　長崎県は、全国２位のジャガイモの生産量を誇ります。
そのうちの約75％が島原半島産ですので、長崎県のジャ
ガイモの生産量は島原半島が支えている、といってもよい
でしょう。
　ジャガイモは、南米・ペルーにあるアンデス山脈の高地
が原産で、15世紀の遺跡「マチュ・ピチュ」を築いた、
インカ帝国の住民が主食にしていたと言われています。寒
い地域でもよく育つため、特にヨーロッパで人々の生活を
支える重要な作物として広まりました。このような、もと
もと寒い地域に適しているジャガイモが、なぜ温暖な島原
半島でたくさん採れるのでしょうか？
　ジャガイモは、葉の光合成でできたデンプンを地下の茎
に蓄えたものです。そのため、良いジャガイモをつくるに
は日当たりのよい場所が必要です。また、土壌の水はけが
悪いと、ジャガイモは生育不良を起こしてしまうため、水
はけのよい土壌も必要となります。

　島原半島の北部および南部の扇状地の上には、主に火山
噴火と土石流でもたらされた岩石や地層に由来する、水は
けのよい土壌が拡がっています。この土壌に加え、九州の
ような温暖な地でも育つジャガイモの品種の開発や、ジャ
ガイモが苦手とする真夏を避け、晴天が比較的長続きする
温暖な春と秋にジャガイモを栽培する、といった、自然環
境を活かした農家の工夫が、島原半島をジャガイモの一大
産地にしています。
　カレーや肉じゃがなど、私たちの食卓を彩るジャガイモ
は、温暖な気候と、島原半島を創り出した数百万年におよ
ぶ大地の営みを利用した人々がつくった恵みです。

長崎県を代表する大地の恵み  ～ ジャガイモとジオ ～

と12月15日土  午後３時30分～５時
ばしまばら湧水館（島原市新町2-122）
●講師…黒田　誠　氏（しまばら湧水館スタッフ）
●題目…日本ジオパーク認定10周年記念ジオ空教室
　～家族で楽しもう！島原半島の大地のめぐみとなかまたち～
なしまばら名物「かんざらし」の手作り体験のほか、なぜ「か
んざらし」が生まれたのか？など、ジオならではの視点
で魅力に迫ります。また、日本ジオパーク認定10周年を
記念して、東京にある「日本橋長崎館」で同時開催します。

定18人（先着順）　り300円（当日徴収）
し12月12日㈬
も氏名、電話番号を記入したＥメールを送信または電話で
申し込んでください。

問島原半島ジオパーク協議会事務局 ☎０９５７ｰ６５ｰ５５４０
　E-mail: info@unzen-geopark.jp

第26回 ジオ空教室
ぞら

晴天下のジャガイモ畑。
暖かい陽の光が土の中でおいしいジャガイモを育みます

お問い合わせは…南島原市役所　☎73ー6600 くらしの情報


